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高屈折率材料

高屈折率 光学フィルムやレンズなどに求められる高い屈折率の塗膜が形成できます。

戸田工業の湿式合成技術で開発した高屈折率を有するナノ粒子分散体です。ZrO2やTiO2とは異なるチタン
酸化合物のナノ粒子を用いており、ナノインプリント樹脂や光学接着剤などの高屈折率化に最適です。さらに
高透過率や高耐光性も示すため、光学用途の樹脂部材の高機能化に貢献します。

高透過率 ヘイズが低い塗膜を形成できるため、高透過率が求められる用途に最適です。

高耐光性 光活性が低く、耐光性に優れた光学部材を作製できます。
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【塗布後のガラス外観】
用途

【代表的なナノリフラクト®の物性】

フィラー種類 チタン酸化合物

平均分散粒子径
[フィラー径]

≧25nm
[20nm]

フィラー屈折率
（計算値）

2.20

分散溶媒
PGMEA

（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセタート）

濃度 30wt%

 AR/VRグラス カメラレンズ次世代ディスプレイ

ナノ粒子分散体
[ナノリフラクト

®

]

塗膜なし 塗膜あり
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